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国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ドミニカ共
和国 B131 廃棄物処理 個別 新規 2年 ・2017/1 ・2017/2 ・

2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

経済企画開発省

2）配属機関名（日本語）

バニ市役所

3）任地（ ペラビア県バニ市 ） JICA事務所の所在地（ サントドミンゴ特別区 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 1.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

バニ市は首都から南西へ65kmほどに位置する地方都市。人口は約18万5千人、面積は約750平方キロメートル。年間予
算は約413万米ドル/年(2016年)。主な産業は商業やサービス業。市職員数は210名。うち37名が管理業務(市役所内での
業務)。市役所の窓口時間は8時から15時。講習会、各種イベント等は、15時以降や週末にも実施される。
同市及び同市市民は、バニ市を「きれいな町バニ」と自負しており、名に恥じない町にしたいと考えている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

バニ市を含め、都市部では人口流入が続き、都市部における衛生環境の悪化が深刻化しており、環境改善への対策を早
期に講じることが求められている。この対策のひとつとして、担当省庁である環境天然資源省は地方自治体向けの研修
等を行っている。
バニ市は「きれいな町バニ」の自負があり、市としてもそのための活動を推進しており、JICAの「固形廃棄物総合管理
プロジェクト」のカウンターパートの支援により、同管理事業の導入をすすめている(初期)。
初期段階として、まずは実施主体である市役所の能力強化が必要であると市役所自身が考えており、その能力向上に向
け、ボランティアの要請となった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚とともに、以下を実施する。

1.現在のごみ回収システムの評価(ルート・頻度)
2.3Rs教育キャンペーン促進支援
3.固形廃棄物管理について、市民の責任感を醸造するための教育プログラムの作成・実施・維持。
4.適切なゴミ回収システムデザインの提案

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、椅子、PC(共有)

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚:30代・女性・市環境ユニット担当者・環境学士
男性・市環境ユニット副担当

活動対象者:児童、学生、市民全般

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（高卒）環境科学　備考：理論的な専門知識も必
要

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（18～34℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
大卒文系でも廃棄物処理会社等で本要請内容関連の勤務経験が有れば可。電気・水道・インターネット・電話などのイ
ンフラサービスは一応あるが常時安定しているわけではない。
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